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本論は、途上国における、家庭ごみに代表される一般廃棄物の処理問題について検討し

た。戦後の世界の廃棄物発生量は、人口増加率を上回るスピードで急増しており、近年、

その発生量の多くをアジア圏が占める。インドネシアは 2 億 7,000 万人もの人口を抱え、

また、持続する経済成長の結果、現在は ASEAN 加盟国の中ではトップの GDP を持つ。

フィリピンは、若年層の人口比率が高く、東南アジアの中で最も長く経済成長が続くと期

待されている。一方、インドネシア及びフィリピンは、海洋ごみ排出量が中国に次いで、

2、3 番目に多いと報告されており、増加する廃棄物に対して適切に対処できていないこと

が予想された。 

現在、インドネシア、フィリピンとも廃棄物政策の中心は、3R（reduce, reuse, recycle）

によるごみの減量化とごみの分別、オープンダンプサイトの閉鎖を法律で定めている 。特

に、家庭ごみは生ごみが大半を占めると言われており、生ごみの堆肥化が主要な減量法と

して推奨され、長年日本もその支援を行ってきた。しかし、これら政策による廃棄物処分

量の削減効果は僅か又は限定的で、収集された家庭ごみの大部分は直接埋め立てられ、国

中にごみ山がつくられている。また、ごみ収集サービスは行き届いておらず、ごみのポイ

捨ても多いため、環境汚染リスクが高いのが現状である。したがって、本研究は、途上国

における埋立量の削減と廃棄物による環境負荷を抑制するために、優先されるべき政策は

何か、インドネシアとフィリピン政府の政策に対する提言を行うことを目的とした。 

研究方法は、文献調査及び現地調査の組み合わせによる。現地滞在期間は、フィリピン

は 2022 年 8 月 23 日～24 日、インドネシアは 2022 年 8 月 25 日～9 月 2 日である。新型

コロナパンデミックの影響で十分な現地調査期間が確保できなかったため、JICA 事業参

加者及び現地在住の研究協力者から情報提供を受けた。 

本論文は序章、第 1～4 章で構成される。 

第 1 章は、インドネシア及びフィリピンのごみ問題について検討するのに先立ち、日本

の廃棄物管理の歴史と現状を述べた。戦後の日本は、人口増加と経済発展により、廃棄物

量の急増と廃棄物組成の変化、埋立地の逼迫等、現在の途上国と同様のごみ問題を抱えた

が、焼却処理を進めることでこれら問題を改善してきた。2020 年度は 4,235 万トン（100%）

のごみが排出され、0.8 万トン(0.02%)は自家処理された。875 万トン(20.7%)が最終的に資

源として回収され、最終処分量（埋立量）は 374 万トン(8.8%)であった。したがって、2,985

万トン(70.48%)が中間処理で減量化したことになる。現在、中間処理のおよそ 8 割を焼却

処理が占めている。ごみ焼却率の高さは国内外から批判されるが、日本の戦後の公衆衛生

の飛躍的な向上の要因に、ごみ収集率の向上と伴に焼却処理の促進があったことを示した。 

一方、焼却処理によるダイオキシン類汚染は途上国でも関心が高い。日本は、1990 年代

にダイオキシン類を含む有害廃棄物対策が講じられて以降、法規制・焼却施設の整備や産

官学の連携による調査研究、技術開発などが促進され、焼却処理に伴うダイオキシン類の

発生を大幅に抑制することに成功した。現在も、大気中や水質中のダイオキシン類濃度は

基準値を大きく下回るレベルを維持しており、国民へ情報開示されていることを示した。 

第 2 章は、インドネシアの調査結果をまとめた。先ず、全国レベルのごみ発生量や埋立

量に関する情報がないことから、各地域のごみ処理フローを報告した文献をもとに、全国

のごみ処理フローを求めた。その結果、年間約 7,000 万トンものごみが発生していると推

計され、そのうち直接埋立てが 3,500 万トン（50%）もあった。2008 年の廃棄物管理法で
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オープンダンプサイトの 5 年以内の閉鎖を決定したが、埋立地の半数以上が未だオープン

ダンプサイトで、法順守には程遠い状況にあった。また、法律が存在しても、その条文は

非常に簡潔で、詳細な制度設計が規定されていないこと分かり、法順守の妨げになってい

ると思われた。リサイクル率は 15%と推測されたが、資源回収に大きく貢献しているのは

インフォーマルセクターに属するウェイストピッカーである。インドネシア政府は、民営

の資源回収組織であるごみ銀行の拡大によりリサイクル率向上を図っている。しかし、ご

み銀行の活動は市民のボランティアにより成り立っており、不安定な事業運営であること

が分かった。したがって、地方自治体と協働した仕組みに改変する必要があると考える。  

インドネシアのごみ処理フローのうち、2,450 万トン（35%）が、不法投棄や自家焼却さ

れていると考えられた。国民の廃棄物適正処理促進のために教育は重要だが、環境教育の

整備は遅れている。一方、インドネシア人のおよそ 9 割が信仰するイスラム教は、清潔さ

は信仰の一部とされるほど、衛生管理を重視している。また、汚職が蔓延し信頼度の低い

警察組織と比較し、地域社会における宗教指導者の信頼は高い。本論では、宗教指導者が、

インドネシア国民の環境意識の向上に重要な役割を果たすことが期待されることを述べた。 

ごみ問題に対する政府の危機意識は、国や地方自治体の廃棄物関連予算から推測できる。

そこで、2021 年の中央政府の廃棄物管理費を各国予算資料から推計した。その結果、イン

ドネシアの 100 万人当たりの廃棄物管理費はおよそ 5,500 万円で、日本の 6 分の１未満で

あり、インドネシアよりも国家予算の小さいフィリピンよりも低予算であった。インドネ

シアは廃棄物管理予算を拡充すると伴に、限られた予算で適正処理を実現するには国民が

主体的に行動する必要があると考える。 

第 3 章は、フィリピンの調査結果をまとめた。2001 年のエコロジカル固形廃棄物管理法

に則り、2021 年、フィリピン政府はすべてのオープンダンプサイトを閉鎖したと発表し

た。しかし、発生したごみの大部分を直接埋め立てている状況は変わっておらず、埋立地

の逼迫問題は続いていることが分かった。また、フィリピン、インドネシア共に、ごみ発

生源分別を規定しているが、現実は中間処理施設に分別を依存している。さらに、中間処

理施設では、埋立てのためにごみを減容化・安定化・無害化しなくてはならないが、両施

設の減容化効果は小さく、安定化・無害化は出来ていないのが現状であった。 

第 4 章では、インドネシアとフィリピンのごみ問題を改善するための政策提言を行い、

本論の結論とした。途上国でみられる主要なごみ問題は、ごみの散乱とオープンダンプに

よる公衆衛生の悪化及び環境汚染である。プラスチック製品の多い現代において、投棄さ

れた生活ごみはそのままではいつまでも残り続ける。特に、インドネシアのごみ発生量は

日本以上にあることが推測され、最も優先順位の高い政策は埋立てごみの減容化効率の高

い焼却処理を導入することである。折しも、インドネシアは 2016 年の大統領決定のもと、

廃棄物焼却発電の導入を進めている。焼却発電プラントの建設には大規模な予算または投

資が必要だが、汚職のはびこるインドネシアにおいて、健全なプラントの建設及び運営が

行われるか、今後注視する必要がある。また、（有害ガスを引き起こす）ごみの焼却が法律

で禁止されているフィリピンでは、焼却処理に対する抵抗が大きい。そこで、メディアを

利用して、ごみ問題の現状と焼却施設の必要性及び安全性を広く国民に周知させることを

推奨する。 

の問題を抱えているが、何故企業は評価制度と重要の位置を置くのか、それには理由が
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